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ホワイ ト  ペーパー
エネルギー効率に優れたユニフ ァ イ ド  フ ァ ブ リ ッ ク ：

Cisco Nexus シリーズでデータセンター インフラスト ラクチャ

を変革

概要

Cisco Nexus™ 製品フ ァ ミ リ を使用する こ とによ り、 データ セン ター イ ン フ ラス ト ラ クチャ

は孤立し たフ ァ ブ リ ッ ク  ト ポロジ （IFT; Isolated Fabric Topology） からユニフ ァ イ ド  フ ァ

ブ リ ッ ク  ト ポロジ （UFT） に変化し ます。 IFT は、 イーサネ ッ ト と フ ァ イバ チャネルのみを

サポー ト するデバイスなど、 固定構成のアクセス レ イヤ伝送を行 う装置に依存し ています。

UFT で使用するのは、 10 Gbps の Data Center Ethernet テ ク ノ ロジーです。 このテ ク ノ ロ

ジーはワイヤスピー ド のロスレス フ ァ ブ リ ッ ク、 サーバの I/O 統合、 および FCoE （Fibre

Channel over Ethernet） を実現し ます。

UFT を実装する こ とは、 イ ン フ ラス ト ラ クチャの面で数多 く の利点があ り ます。UFT にする

と、 サーバの帯域幅が増加し、 使用する物理アダプ タの数や管理が必要なア ク テ ィ ブ コ ン

ポーネン ト の数、 さ らにケーブルも削減され、 電力と冷却の全体的な必要量が低下し ます。

統合型ネ ッ ト ワーク  アダプ タ （CNA） を導入する と、 アダプ タあた りの速度が 10 Gbps に

上がり、 サーバのパフ ォーマンスが向上し ます。 また、 Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッ

チを使用するシスコのソ リ ューシ ョ ンによ り、 スイ ッ チの遅延が 4 マイ ク ロ秒未満に短縮さ

れます。 これは、 遅延特性がこれとほぼ同じ である他のハイパフ ォーマンス コ ンピ ューテ ィ

ング （HPC） テ ク ノ ロジーを使用し てきた電子設計自動化 （EDA） など、 多 く のアプ リ ケー

シ ョ ンの要件を満たすこ とにな り ます。

これから説明するよ う に、 これらはデータ セン ターを IFT から  UFT に変革する こ と で得ら

れる利点のご く 一部です。

IFT と  UFTの ト ポロジの概要

このド キュ メ ン ト では、 Cisco Nexus 5000 シ リーズのスイ ッ チング製品を UTF 対応のデー

タ セン ターで使用する こ とから得られる利点について、 現実の例を交えながら説明し ます。

こ こで示すデータはサーバ/スイ ッ チ接続のみに基づいており、 データにはケーブル数、 アク

テ ィ ブ デバイス数、 および消費電力計算が含まれます。

消費電力計算では、 ネ ッ ト ワーク  デバイス以外の要素を考慮し ていません。 IFT サーバ アダ

プ タ （1 Gbps イーサネ ッ ト  × 4 と  4 Gbps フ ァ イバ チャネル × 2） を Intel ベースの CNA

と比較する と、 サーバ アダプ タの電力はほぼ同じ です。 消費電力量は実装によ って異な り ま

すが、 このモデルの用途に関し ては、 どの実装も同じ と見な される範囲に収まっています。

UFT のも う  1 つの大きな利点は、 デュアル 10 Gbps CNA を展開する と帯域幅が広がる とい

う こ と です。 単純に比較する と、 1 Gbps イーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェ イスが 4 つと  4 Gbps

イ ン ターフ ェ イスが 2 つの場合、 帯域幅の合計は 12 Gbps にな り ます。 詳し く 見てみる と、

VMware 構成で実稼働 ト ラ フ ィ ッ クに使用されるのは 1 Gbps イーサネ ッ ト  ポー ト  2 つだけ

である こ とがわかり ます。
009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 1 of 8



All contents are Copyright © 1992-2

ホワイ ト  ペーパー
サーバ要件

データ セン ターのサーバ展開と し ては、 ブレー ド、 ラ ッ ク最適化、 スーパーク ラス、 または

対称型マルチプロセ ッサ （SMP） サーバ フ ォーム フ ァ ク タが考えられます。 一般に、 必要

なネ ッ ト ワーク接続を決定する際は、 アプ リ ケーシ ョ ン、 パフ ォーマンス、 ス ト レージ、 お

よび管理接続を考慮し ます。 多 く のサーバ ト ポロジの要件は、 VMware に基づいて決ま り ま

す。 通常、 VMware は以下をサポー ト するために 4 つのイーサネ ッ ト 接続と  2 つのフ ァ イバ

チャネル接続を必要と し ます。

• SC0 （VMware ESX ホス ト の IP 管理用サービス コ ン ソール）

• VMware VMkernel （VMware VMotion および IP ス ト レージ用）

• 実稼働イーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェ イス

• フ ァ イバ チャネル イ ン ターフ ェ イス

多 く のサーバは、 管理や帯域幅拡張を目的と し て、 さ らに多 く のイ ン ターフ ェ イスを搭載し

て展開されます。 た と えば、 一般にサーバには LOM （LAN-on-motherboard） イ ン ターフ ェ

イスが 2 つ搭載されてお り、 それぞれが 1 Gbps イーサネ ッ ト を使用し ます。 メザニン カー

ドや 1 Gps の増設アダプ タには通常、 イ ン ターフ ェ イスが 4 つ搭載されており、サーバのイ

ン ターフ ェ イスの合計数は 8 つにな り ます。 内訳はイーサネ ッ ト が 6 つ、 フ ァ イバ チャネ

ルが 2 つです。増設イ ン ターフ ェ イスは、管理とバッ ク ア ッ プ ト ラ フ ィ ッ クに使用できます。

4 つのイーサネ ッ ト  イ ン ターフ ェ イス と  2 つのフ ァ イバ チャネル イ ン ターフ ェ イスから構

成されるモデルは、 IFT の実装と  UFT の実装の間の最小限の比較に使用できます。 既存の

サーバに 10 Gbps CNA を増設する と し ても、 1 Gbps イーサネ ッ ト  LOM イ ン ターフ ェ イス

は維持される と考えられるためです。

こ こで説明するモデルはラ ッ ク最適化サーバ環境を基準と し ていますが、 ブレー ド市場の製

品に 10 Gbps パススルー テ ク ノ ロジーが使用されるよ う になれば、 これらのメ リ ッ ト はブ

レー ドや Cisco Nexus 5000 シ リーズにも当てはまる こ とにな り ます。 このモデルで削減さ

れる実際のイ ン タ ーフ ェ イ スの数は、 前述のアダプ タ  カー ド を考慮に入れた ものであ り、

UFT 展開と  IFT 展開のイ ン ターフ ェ イスの差分を表し ています。

展開のサーバ ユニ ッ ト

データ セン ター設計では、 施設の一定面積内のサーバや周辺機器の集合を表すために、 さ ま

ざまな用語が使用されます。 よ く 使用される ものは 「ポ ッ ド」 や 「ゾーン」 です。 ポ ッ ド と

は、 施設、 ネ ッ ト ワーク  サポー ト 、 ス ト レージ サポー ト 、 その他の補助的な組織が電力、 冷

却、 ケーブル、 ラ ッ ク、 および設置面積の要件を決定する際の単位です。 エンジニアやプ ラ

ンナは、 サーバの総合的な要件を決定する際、 ポ ッ ド数を集計する こ と で計算を簡略化する

こ とがで き ます。 ポ ッ ド 内のサーバの合計数は、 多 く の要因によ っ て変化し ます。 この ド

キュ メ ン ト のモデルでは、 1 ポ ッ ド内のサーバの数は 1,120 です。

このモデルは、 統合の対象と なる ラ ッ ク を SAN 機器のラ ッ ク と し て示し ています。 これら

のラ ッ クのそれぞれに ト ッ プオブ ラ ッ ク （ToR） スイ ッ チが収納されてお り、 ラ ッ クはポ ッ

ド ご とに削減できる可能性がある ラ ッ ク数を表し ています。

イーサネ ッ ト  スイ ッ チング ラ ッ ク も、SAN スイ ッ チング ラ ッ ク と同じ よ う にこのモデルで

示すこ とができます。 ただ し、 UFT の戦略はネ ッ ト ワーク機器の増加を抑える こ とが目標で

あ り、 それが SAN であるかイーサネ ッ ト であるかは無関係です。 このモデルは UFT の第 1

段階、 つま り アクセス レ イヤの統合を反映し ています。
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このモデルは、一定の物理的範囲内でデータ セン ター ゾーンを冗長化する こ とのメ リ ッ ト を

示し ています。 UFT の戦略では、 1 つのデータ セン ター サイ ト に許容される ラ ッ クはポ ッ ド

数に応じ て最大 32 であ り、 冗長化されたデータ セン ターでは最大 64 です。

ラ ッ クの削減は大きな意味を持ち、 このモデルが持つ多 く の利点の 1 つです。 図 1 に、 ラ ッ

ク構成および関連するスイ ッ チング装置を示し ます。

図 1  削減対象のラ ッ ク

ポ ッ ドは、 基本サーバ ユニ ッ ト など、 他の多 く の単位の基準と し ても使用する こ とができま

す。 こ こでは、 基本サーバ ユニ ッ ト は 1 つのイーサネ ッ ト  スイ ッ チまたはフ ァ イバ チャネ

ル スイ ッ チのポー ト 数を表し ます。

IFT モデルと  UFT モデルの比較

このセクシ ョ ンでは、 基本 IFT サーバ ユニ ッ ト と基本 UFT サーバ ユニ ッ ト の違いを、 モデ

ルの計算方法や 2 つの手法の比較を交えながら説明し ます。

図 2 に、 基本 IFT サーバ ユニ ッ ト のポ ッ ドの概要データ を示し ます。

図 2 IFT サーバ ユニ ッ ト

IFT サーバ ユニ ッ ト は、 次の要素で構成されます。
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• イーサネ ッ ト  アダプ タ  × 4 （1 Gbps イーサネ ッ ト に 1 つずつ）

• フ ァ イバ チャネル アダプ タ  × 2 （4 Gbps フ ァ イバ チャネルに 1 つずつ）

IFT サーバ ユニ ッ ト に含まれるサーバは合計 56 台です。 この数は、 デュアル ToR フ ァ イバ

チャネル スイ ッ チへの接続に基づいてお り、 このスイ ッ チは、 スイ ッ チ間リ ン ク （ISL） に

8 ポー ト 、 サーバに 56 ポー ト を使用し ます。 このネ ッ ト ワークのイーサネ ッ ト に関する部

分では、少な く と も  224 のポー ト が必要です。 これは、ToR イーサネ ッ ト  スイ ッ チ （48 ポー

ト  ToR ラ ッ ク  スイ ッ チ） を 5 台以上使用するからです。 このモデルの計算では 5 台ですが、

対称性を持たせるために 6 台にする こ と も考えられます。 この接続シナ リ オで使用する数は

次のとお り です。

• IFT 相互接続ポー ト

○ イーサネ ッ ト  ポー ト ： 224

○ フ ァ イバ チャネル ポー ト ： 112

• ケーブル

○ イーサネ ッ ト  ケーブル ： 224

○ フ ァ イバ チャネル ケーブル ： 112

• アク テ ィ ブ デバイスの総数

○ イーサネ ッ ト  ToR スイ ッ チ ： 5

○ フ ァ イバ チャネル ToR スイ ッ チ ： 2

• 電力

○ ToR イーサネ ッ sッ ト あた りの合計電力 = 1850 W

UFT サーバ ユニ ッ ト

図 3 に、 基本 UFT サーバ ユニ ッ ト のポ ッ ドの概要データ を示し ます。

図 3 UFT サーバ ユニ ッ ト

UFT サーバ ユニ ッ ト は次の要素で構成されます。

• CNA × 2 （10 Gbps に 1 つずつ）

UFT サーバ ユニ ッ ト に含まれるサーバは合計 40 台です。この数値は、Cisco Nexus 5020 ス

イ ッ チを 2 台使用する場合の接続状況に基づいています。 固定ポー ト  40 個すべてをサーバ

接続に使用し、 モジュ ラ  スロ ッ ト  2 つを 10 ギガビ ッ ト  イーサネ ッ ト と フ ァ イバ チャネル

ア ッ プ リ ン クに使用し ます。 ネ ッ ト ワーク  モジュールの選択は、 ホス ト と  ISL の接続やサブ
Page 4 of 8009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992-2

ホワイ ト  ペーパー
スク リ プシ ョ ンのレベルの他、 イ ン ターフ ェ イスの数によ っても異な り ます。 UFT の実装で

は、イーサネ ッ ト と フ ァ イバ チャネルそれぞれに固有のスイ ッ チはな く 、UFT イ ン ターフ ェ

イスが存在するだけです。 これによ り、 イ ン フ ラス ト ラ クチャに関する考慮事項が少な く な

り ます。 この接続シナ リ オで使用する数は次のとお り です。

• UFT 相互接続ポー ト

○ UFT ポー ト ： 80

• ケーブル

○ UFT ケーブル ： 80

• アク テ ィ ブ デバイスの総数

○ Cisco Nexus 5020 スイ ッ チ ： 2

• 電力

○ Cisco Nexus 5020 スイ ッ チ用に平均 550 W （× 2）

○ UFT サーバ ユニ ッ ト ご との合計電力 = 1100 W

IFT ポ ッ ド

このセク シ ョ ンでは、 IFT サーバ ユニ ッ ト の集合とポ ッ ド 全体での値を詳し く 比較し ます。

このモデルでは、 ポ ッ ド  1 つに最大 1,120 台のサーバが集約されていて、 各データ セン ター

には複数のポ ッ ドが存在する と考えられます。

図 4 に、 IFT サーバ ユニ ッ ト と  IFT ポ ッ ド で使用される装置を示し ます。

図 4 IFT サーバ ユニ ッ ト と  IFT ポ ッ ドの装置

IIO-SU IIO-POD

1 ユニ ッ ト /ポ ッ ド あた りのサーバ数 56 1120

1 ポ ッ ド あた りのサーバ ユニ ッ ト 数 20 －

イーサネ ッ ト  ケーブル数 224 4480

フ ァ イバ チャネル ケーブル数 112 2240

合計ケーブル数 336 6720

イーサネ ッ ト  ToR スイ ッ チ数 5 100

フ ァ イバ チャネル ToR スイ ッ チ数 2 40

合計スイ ッ チ デバイス数 7 140

イーサネ ッ ト  スイ ッ チ消費電力 300 W 30 kW

フ ァ イバ チャネル スイ ッ チ消費電力 175 W 7 kW

1 ユニ ッ ト /ポ ッ ド あた りの消費電力 1850 W 37 kW
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この表で、 示されているのは概要データ です。 IFT モデルではケーブル数がきわめて多いこ

とがわかり ます。

この IFT ポ ッ ドの電力コス ト を次のよ う に計算し ます。

• 1 kWh あた り  0.10 米ドル

• 冷却係数 ： 0.8

• 消費電力を 37 kW と し た場合の年間コス ト ： 64,824 米ドル （1 ポ ッ ド あた りの電

力と冷却コス ト ）

各サーバで使用できる集約帯域幅 （1 Gbps イーサネ ッ ト  × 4 と  4 Gbps フ ァ イバ チャネル

× 2） は、 実質的には 4 Gbps + 8 Gbps = 12 Gbps です （イーサネ ッ ト と フ ァ イバ チャネル

の両方がアク テ ィ ブ/アク テ ィ ブ モー ドの場合）。

UFT ポ ッ ド

図 5 に、 UFT サーバ ユニ ッ ト と  UFT ポ ッ ド で使用される装置を示し ます。

図 5 UFT ポ ッ ド

この表で、 青い文字 で示されているのは概要デー タ です。 IFT ポ ッ ド と比較する と、 UFT

ポ ッ ドは要素が少ないこ とがわかり ます。

この UFT ポ ッ ドの電力コ ス ト を次のよ う に計算し ます。

• 1 kWh あた り  0.10 米ドル

• 冷却係数 ： 0.8

• 消費電力を 30.8 kW と し た場合の年間コス ト ： 53,961 米ドル （1 ポ ッ ド あた りの

電力と冷却コス ト ）

IIO-SU IIO-POD

1 ユニ ッ ト /ポ ッ ド あた りのサーバ数 40 1120

1 ポ ッ ド あた りのサーバ ユニ ッ ト 数 28 －

UIO ケーブル数 80 2240

合計ケーブル数 80 2240

UIO ToR スイ ッ チ数 2 56

合計スイ ッ チ デバイス数 2 56

UIO スイ ッ チ消費電力 550 W 30.8 kW

1 ユニ ッ ト /ポ ッ ド あた りの消費電力 1100 W 30.8 kW
Page 6 of 8009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.



All contents are Copyright © 1992-2

ホワイ ト  ペーパー
各サーバで使用できる集約帯域幅 （10 Gbps CNA × 2） は、 実質的には 10 Gbps + 10 Gbps

= 20 Gbps です （イーサネ ッ ト と フ ァ イバ チャネルの両方がアク テ ィ ブ/アクテ ィ ブ モー ド

の場合）。

IFT ポ ッ ド と比較し た場合の UFT ポ ッ ドの利点UFT ポ ッ ドは、IFT ポ ッ ド と比較し て多 く の

利点があ り ます。 データ セン ターに複数のポ ッ ド を展開する場合、 その利点は累積的に大き

く な り ます。

この環境を、 冗長化されたデータ セン ター ゾーンに構築する と し ます。 それぞれの場所に、

同じ構成で集約するポ ッ ドが 4 つ配置されます。表 1 に、 この ト ポロジでの IFT 環境と  UFT

環境の比較を示し ます。

表 1. IFT ポ ッ ド と  UFT ポ ッ ドの冗長データ セン ター ゾーンの概要

電力コス ト の算出には前と同じ式を使用し ます。

• 1 kWh あた り  0.10 米ドル

• 冷却係数 ： 0.8

電力と冷却の年間総コス ト は次のよ う にな り ます。

• IFT ： 年間総コス ト は518,592 米ドル。

• UFT ： 年間総コス ト は431,692 米ドル。

モデル概要

ユニフ ァ イ ド  フ ァ ブ リ ッ ク  ト ポロジは、 施設、 電力、 冷却、 フ ロア スペース、 アク テ ィ ブ

デバイス、ケーブルといったイ ン フ ラス ト ラ クチャ面で多大な メ リ ッ ト を もたら し ます。IFT

と比較する と、 UFT は次の点で優れています。

• 電力供給 ： 16.7 % の改善

• 冷却供給 ： 25.1% の改善 （負荷係数を 1.5 と し た場合）

• アク テ ィ ブ スイ ッ チング デバイス ： 60% 削減

• ケーブル ： 66% 削減

Cisco Nexus 5000 シ リーズは、Cisco Nexus 製品フ ァ ミ リの新しい メ ンバです。Cisco Nexus

7000 シ リーズ スイ ッ チも、 こ こに含まれます。 Cisco Nexus 7000 シ リーズは、 フ ァ ブ リ ッ

ク全体で最大 15.9 Tbps のキャパシテ ィ を持ち、多数の 10 Gbps イ ン ターフ ェ イスを集約で

きます。

IIO ポ ッ ド IIO ゾーン UIO ポ ッ ド UIO ゾーン

1 ポ ッ ド /ゾーンあた りのサーバ数 1120 8960 1120 8960

1 ポ ッ ド あた りのサーバ ユニ ッ ト 数 20 160 28 224

イーサネ ッ ト  ケーブル数 4480 35840 2240 17920

フ ァ イバ チャネル ケーブル数 2240 17920 N/A N/A

合計ケーブル数 6720 53760 2240 17920

イーサネ ッ ト  ToR スイ ッ チ数 100 800 56 448

フ ァ イバ チャネル ToR スイ ッ チ数 40 320 N/A N/A

合計スイ ッ チ デバイス数 140 1120 56 448

イーサネ ッ ト /UIO スイ ッ チ消費電力 30 kW 240 kW 30.8 kW 246.4 kW

フ ァ イバ チャネル スイ ッ チ消費電力 7 kW 56 kW N/A N/A

1 ユニ ッ ト /ポ ッ ド あた りの消費電力 37 kW 296 kW 30.8 kW 246.4 kW
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ユニフ ァ イ ド  フ ァ ブ リ ッ クにはさ まざまな利点があり ます。 エネルギー効率が高 く 、 環境対

策の一部を担いますが、 そのメ リ ッ ト を定量化し た値は、 個々の使用状況や IT アーキテ ク

チャによ って大き く 変動する こ とがあ り ます。 このド キュ メ ン ト で示し た分析は、 一般的な

使用状況に基づいてやや保守的な条件を設けています。 これらのメ リ ッ ト の価値をよ り正確

に測定するには、 このド キュ メ ン ト の条件を個別の使用状況に当てはめる必要があ り ます。

運用効率の指標化、 有害物質の分析、 出張削減の評価、 装置の回収/再利用/リサイ クル プロ

グラムなどの環境面の監査と分析を行 う スキルを社内に持つ IT 部門は多 く ないと考え られ

ます。このよ う なスキルがない場合やベンダーからのサポー ト が必要な場合、シスコは Cisco

Advanced Services を通じ たシス コ  Customer Advocacy チームの活動によ り、 認定パー ト

ナーによる コ ンサルテ ィ ング サービスを提供し て支援を行います。このよ う な専門サービス

は、 コス ト 面の課題と環境への配慮を両立させる上での指標を設定する際に役立ちます。

関連情報

エネルギー効率化ソ リ ューシ ョ ンについては、 http://www.cisco.com/go/efficiency （英語） に

ある Cisco Efficiency Assurance Program を参照し て く だ さい。
ズ合同会社

都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー
.com/jp

シスコ コンタクトセンター

リーコール、携帯・PHS 含む）

日 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
.com/jp/go/contactcenter/

、Cisco Systems, Inc. またはその関連会社の米国およびその他の一定の国における登録商標または商標です。

商標はそれぞれの権利者の財産です。

sco と他社との間のパートナーシップ関係を意味するものではありません。（0809R）

があります。

お問い合せ先

http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
http://www.cisco.com/go/efficiency
http://www.cisco.com/jp

	エネルギー効率に優れたユニファイド ファブリック： Cisco Nexus シリーズでデータセンター インフラストラクチャ を変革
	概要
	IFT と UFTのトポロジの概要
	サーバ要件
	展開のサーバ ユニット

	IFT モデルと UFT モデルの比較
	UFT サーバ ユニット
	IFT ポッド
	UFT ポッド

	モデル概要
	まとめ
	関連情報


